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「4、市営住宅退去時の基準や対応について」 

市営団地等の退出時についての注意事項などは市 HP で

も分かりづらく直接担当課に聞かないと分かり難いことに

ついては、本年 3 月の常任委員会にて質問をさせて頂きま

した。入居する方については、市営住宅のしおりをお渡し

し、退去の場合の畳の表替え、襖の張りかえ等が記載して

あり退去まで保管をお願いしていること、また退去の連絡

を甲府市へいただいた時点でお渡しする書類にも記載はあ

るとのこと、但し入居前での市営住宅の退去、明渡しに伴

う原状回復の修繕費用負担の条件等は、本市ホームページ

には記載は見えず、甲府市市営住宅条例での細目の記載に

ついても市民には分かり難いことであります。 

またこの原状回復についてでありますが、壁や窓などは

目に見え確認できるものだと思いますが、解りにくく基準

も専門的な技能技術が必要な特に畳芯、畳表などについて

は、4AS2 等級を付けて表替えの基準を付与しており、品質

管理責任者と畳技能士の資格を持つものが判定すべきであ

ると推奨されています。特に対応年数が 30 年ほどである畳
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芯替えは、素人では分かり難く、確認には本市担当職員の

みでは無く専門的な知見のある公的な専門業者等の品質判

定が必要だと考えます。 

対応年数と劣化を考えた時に本来であれば現状でも検査

基準としてチェックできる基準やシートなどに則って検査

が必要であり、正しい検査基準を設けることが必要であり

ます。仮にチェック機能が無ければ市財産である畳芯は次

の入居者に衛生上安心できるものが供給できない場合もあ

り、市有財産の管理として必要とも考えます。 

そこで質問します。市営住宅等の退出時についての原状

回復の注意事項などは市 HP では見られません。退去時の

トラブル防止や周知のため明示は必要と考えます。また襖、

畳、壁紙、掃除の基準がありますが特に専門的知見を必要

とする畳芯劣化での交換や畳表の品質管理について、当局

の御所見をお示し下さい。  
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「市営住宅退去時の基準や対応について」 

〇 答弁者 望月 伸 建設部部長 

市営住宅退去時の基準や対応につきましては、市営住宅

の入居希望者に対し、市営住宅のしおりを配布するととも

に、退去時にスムーズな手続きができるように説明してい

るところであります。 

 ご指摘の市ホームページへの退去時の手続きに関する掲

載につきましては、現在、明記されていない状況ではあり

ますが、内容の調整を行っており、近日中に掲載を予定し

ているところであります。 

市営住宅を退去される際には、住宅を現状に復することが

基本であり、過去に伴うチェックシート３２項目に従い退

去者に現状確認を、行っていただいております。 

特に畳の表替え、襖紙の張替えについては、本市指定の

証明書に施工業者からの証明をもらい、退去届に添付する

こととなっておりますので、品質については確保されてい

るものと考えております。 

なお、施工業者の選定につきましては、退去者の判断に
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任せております。 

 また、畳の芯につきましては、退去の時点で、市職員に

よる劣化等の検査を行っておりますが今後は、畳芯の検査

におけるチェックシートを作成し、正確な検査を行えるよ

う品質管理に配慮してまいります。 

 

〇再登壇により要望 佐野 弘仁 

非常に前向きなご答弁に心から感謝を申し上げます。 

 まず市 HP には前段質問の通り、近日中に退去時の手続

きを掲載して頂けるとの事、これについては退去時での 

係争事件として全国の判例を調べてみましても、市営住宅

の退去に関し、非常に多いことであります。 

まず市民に対して詳細で良く説明することを第一義に、

未然にトラブルを防止するための未然予防策としても必要

であります。 

 畳芯に関して例えば、本来は退去者が棄損してしまった

のにも関わらず確認出来なかったことで、次の入居者が之

を請け負うことは公平性の観点を欠くことだと考えます。 
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何より市有財産が何時か分からない内に損傷に至ってい

るとした場合、これは更に良く無いこととなりますので、

今後はご答弁に有りました通りに、検査基準を設けた上で、  

チェックシートによる品質管理を励行して頂きたいと思い

ます。 

 


